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文
化
財
は
、
過
去
か
ら
引
き
継

が
れ
た
遺
産
で
あ
り
、
一
度
消
滅

す
る
と
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
「
文
化
財
は
、
守

り
残
す
べ
き
も
の
」
と
い
う
認
識

は
、
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
文
化
財
は
、
そ
れ
が
残

さ
れ
た
地
域
の
過
去
の
姿
を
読
み

取
る
た
め
の
、
貴
重
な
資
料
で
あ

る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
文
化
財
保
護
法
第
三
条
に

は
、
文
化
財
は
、
将
来
の
文
化
の

向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
が
た
だ
古
い
か
ら
残
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
住
む
地
域
を
知
り
こ
れ
か
ら

の
地
域
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
不

可
欠
な
基
礎
で
あ
る
た
め
、
残
し

て
い
く
意
義
が
あ
る
の
だ
と
考
え

ま
す
。

　

こ
れ
ら
文
化
財
は
、
「
玉
若
酢

命
神
社
祭
礼
風
流
」
の
よ
う
な
祭

礼
、
「
佐
々
木
家
住
宅
」
の
よ
う

な
建
造
物
、
史
跡
・
天
然
記
念
物

な
ど
、
様
々
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
れ
も
過
去
か
ら
現

在
へ
と
伝
わ
っ
た
、
か
け
が
え
の

な
い
地
域
の
宝
物
で
す
。

文化財を残していくこと文化財を残していくこと

写真上：玉若酢命神社御霊会風流
写真右下：水若酢神社　写真左下：乳房杉

平神社古墳

八朔牛突き大会

文化財から歴史を紐解く

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
、
古
く
か
ら
残
さ
れ
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
祭
礼
や
風
習
、
技
術
、
建
物
、
道
具
。
こ
れ

ら
の
文
化
財
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込
み
な
が

ら
も
、
大
切
に
す
べ
き
宝
物
と
し
て
、
私
た
ち
の
興
味

を
ひ
い
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
文
化
財
を
残
し
て
い
く
意
義
と
、
文
化
財

の
資
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集 1
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「
古
文
書
（
こ
も
ん
じ
ょ
）
」

は
、
そ
の
本
来
の
役
目
を
終
え
た
文

書
の
こ
と
で
、
昔
の
法
律
（
触
書
）

や
手
紙
、
日
記
、
メ
モ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
古
文
書
を
読
み
解
い
て
い
く

と
、
隠
岐
の
現
在
と
変
わ
ら
な
い
姿

が
伺
わ
れ
る
と
同
時
に
、
変
化
し
た

様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
学
ん
で
き
た
日
本
の

歴
史
の
多
く
は
、
地
域
に
伝
わ
っ
た

古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
に
基
づ

い
て
調
査
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
古
文
書
が
今
に
伝
え

る
隠
岐
の
島
町
の
姿
を
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。
島
の
昔
の
様
子
を
少
し
の

ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
古
文
書
か
ら
分
か
る
隠
岐
の
昔

「
も
う
ひ
と
つ
の
島
の
玄
関
口

　
　
　
　
　

津
戸
村
と
隠
岐
航
路
」

　

江
戸
時
代
の
隠
岐
の
地
誌
を
記

し
た
『
増
補
隠
州
記
』
に
は
、
江
戸

時
代
の
隠
岐
の
村
々
の
地
誌
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
津
戸

村
」
で
は
周
辺
の
島
に
つ
い
て
も
陸

か
ら
の
距
離
や
、
島
の
大
き
さ
な
ど

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
の

大
森
島
に
つ
い
て
は
、
集
落
か
ら
約

８
km
離
れ
た
西
南
西
の
方
に
あ
り
、

大
き
さ
は
縦
が
約
550
ｍ
、
横
が
約

220
ｍ
で
、
周
辺
の
海
の
深
さ
は
、
約

5.4
ｍ
か
ら
約
９
ｍ
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
鮑
、
栄
螺

（
さ
ざ
え
）
、
和
布
（
わ
か
め
）
、

海
苔
、
海
松
（
み
る
）
等
の
島
の
周

辺
の
海
産
物
の
こ
と
に
つ
い
て
も
記

述
が
あ
り
、
大
森
島
付
近
の
変
わ
ら

な
い
姿
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
同
じ
津
戸
村
の
記
事
の
中

に
、
津
戸
と
蛸
木
か
ら
島
前
の
豊
田

（
海
士
町
）
へ
「
継
飛
脚
（
つ
ぎ
び

き
ゃ
く
）
ノ
役
勤
」
と
あ
り
、
当

時
、
幕
府
に
よ
る
公
用
文
書
伝
達
の

制
度
が
島
後
と
島
前
の
間
に
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

『
隠
岐
国
四
郡
五
拾
村
絵
図
』
に

は
、
隠
岐
諸
島
の
全
体
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
津
戸
・
蛸
木
と
島
前
の
豊

田
と
の
間
に
、
破
線
が
引
か
れ
て
い

ま
す
。
島
後
と
島
前
を
結
ぶ
線
は
、

こ
の
破
線
の
み
で
、
こ
の
航
路
が
当

時
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
主
要
航
路
と

は
異
な
る
航
路
を
こ
れ
ら
古
文
書

か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
文
書
に
記
さ
れ

た
内
容
を
古
文
書
同
士
や
、
時
に
は

種
類
の
異
な
る
複
数
の
史
料
か
ら

検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
隠
岐

の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
文
書
を
は
じ
め
、
町
内
に
伝

わ
っ
た
文
化
財
は
、
ど
れ
も
隠
岐
が

ど
の
よ
う
な
足
跡
を
辿
っ
て
き
た
の

か
、
現
在
に
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な

存
在
で
す
。

池田家（大仲）文書『隠岐国四郡五拾村絵図』
隠岐の島町教育委員会所蔵

歴史を描く古文書

古文書を読んでみよう

古文書講座開催中

　古文書講座を隠岐島文化会館で開講しています。講座では江

戸時代の隠岐の地誌『増補隠州記（ぞうほいんしゅうき）』と

布施からの船が朝鮮へと漂着した事件を記した『隠州島後布施

村権右衛門船朝鮮漂着口上書写し（いんしゅうどうごふせむら

ごんえもんせんちょうせんひょうちゃくこうじょうしょうつ

し）』を読みながら、「くずし字」の読み方を学びます。

　古文書は、さまざまな知識や想像力を働かせながら読まなけ

ればならないため、脳のトレーニングにもなります。初めのう

ちは、慣れない文字に戸惑うかもしれませんが、今からでも遅

くありません。お気軽にご参加ください。

■講　師：松本美和子氏

（山陰中央新報文化センター他の古文書講座を担当）

■開催日：毎月第２木曜日

■会　場：隠岐島文化会館　集会室

■主　催：隠岐の島町古文書研究会

■お問い合わせ先：教育委員会生涯学習課　電話　２－２１２６
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●
歴
史
資
料
を
失
わ
な
い
た
め
に

●
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

地
域
や
ご
自
宅
に
残
さ
れ
て
き
た

歴
史
資
料
は
、
地
域
の
歩
み
を
知
る

た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
研
究
し
、
隠

岐
の
島
町
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
成
り
立
っ
て
き
た
の
か
を
考
え
る

こ
と
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
方
向

性
を
定
め
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で

す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
重
要

な
資
料
を
永
く
残
し
て
い
く
た
め
、

資
料
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
で
資
料

の
管
理
に
お
困
り
の
場
合
に
は
、
寄

贈
（
所
有
権
を
町
に
移
転
）
や
、
寄

託
（
所
有
権
は
、
そ
の
ま
ま
で
教
育
委

員
会
が
管
理
）
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て

資
料
を
保
管
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

墨
で
書
か
れ
た
古
い
帳
面
や
書
状
、
道
具
、
写
真
、

音
声
・
映
像
フ
ィ
ル
ム
、
寺
や
神
社
な
ど
の
記
録
、
行

政
区
や
財
産
区
と
い
っ
た
各
種
団
体
の
記
録
な
ど
、

家
々
の
記
録
や
地
域
の
歴
史
を
物
語
る
全
て
が
保
護

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
虫
食
い
や

カ
ビ
で
状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
廃
棄

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
い
く

ら
状
態
が
悪
く
て
も
貴
重
な
資
料
で
す
の
で
、
お
困
り

の
際
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
場
所
に
あ
り
ま
す
】

 
▼
蔵　

　
　
　

▼
タ
ン
ス

 

▼
神
棚　

　
　

▼
物
置

 

▼
衣
装
箱　

　

▼
襖
の
下
張
り

　

ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
貴
重
な

資
料
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
提

供
が
あ
っ
て
初
め
て
世
に
知
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
失
わ
れ
て

い
く
資
料
を
、
少
し
で
も
多
く
後
世

に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
み
な
さ
ま

か
ら
の
情
報
提
供
が
重
要
な
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。

　

特
に
、
家
の
建
て
替
え
や
蔵
の
解

体
、
季
節
の
大
掃
除
、
地
下
の
作
業

な
ど
の
際
に
は
、
眠
っ
て
い
た
資
料

が
見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
「
○
○
で
古
そ
う
な
紙
束
を
見

た
」
な
ど
お
気
づ
き
の
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で
も
結
構
で

す
の
で
お
気
軽
に
教
育
委
員
会
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

町
全
体
で
文
化
財
を
守
る
意
識

を
高
め
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
守

り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
文
化
財
行
政
に
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

文化財を守る

歴
史
資
料
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

■
文
化
財
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
2
6
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島根 鳥取

岡山
2広島

4
山口
2

　

平
成
27
年
6
月
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本

年
6
月
19
日
以
降
に
告
示
さ
れ
る
国
政
選

挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
隠
岐
の
島
町
で

は
、
約
１
８
０
人
の
新
有
権
者
が
誕
生
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
投
票
し
や
す
く
す
る
制
度

や
、
選
挙
区
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
　

「
島
根
・
鳥
取
」
が
合
区
に

　

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
今
年

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
島
根

県
と
鳥
取
県
の
選
挙
区
が
「
合
区
」

に
な
り
ま
す
。

　

「
合
区
」
と
は
、
人
口
の
少
な
い

選
挙
区
を
近
く
の
選
挙
区
と
「
合

併
」
し
て
、
人
口
の
多
い
選
挙
区
と

の
１
票
の
格
差
を
縮
め
る
こ
と
で
、

島
根
県
と
鳥
取
県
の
２
つ
の
県
を

ま
と
め
て
１
つ
の
選
挙
区
と
す
る

も
の
で
す
。

　

島
根
県
、
鳥
取
県
の
定
数

は
、
現
在
、
各
県
２
ず
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
、
島

根
と
鳥
取
の
合
区
で
、
定
数
２

と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
県
の
合
計
で
は
、
４

か
ら
２
に
減
少
し
ま
す
。

選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
あ
た

り
、
選
挙
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
夏
か
ら
高
校
３
年
生
の
一
部
が
、
投

票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
隠
岐
の
島

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
３
月
22
日
、

隠
岐
高
校
生
徒
２
年
生
を
対
象
に
、
出
前

講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
挙
の
際
の
注
意
事
項
や
、
選
挙
に
関

す
る
規
則
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
願
っ

て
、
私
た
ち
の
か
わ
り
に
そ
の
思
い
を
実

現
し
て
く
れ
る
人
々
を
選
ぶ
制
度
が
「
選

挙
」
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
選
挙
を
す
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
や
社
会
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
一
票
で
、

日
本
の
未
来
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
の
予
定

が
あ
り
、
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
」
、
「
入
院
中
の
た
め
投
票
に

行
け
な
い
」
な
ど
の
方
は
、
以
下
の

投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人
が
事
前
に

投
票
す
る
制
度
で
す
。

　

町
で
は
、
役
場
本
庁
、
各
支
所
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
不
在
者
投
票

　

入
院
先
の
病
院
や
、
入
所
し
て
い

る
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
（
指
定
さ
れ

て
い
る
施
設
に
限
る
）
で
投
票
す
る

制
度
で
す
。

　

ま
た
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
町
外

に
長
期
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、
滞

在
先
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

③
郵
便
投
票

　

「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
か
「
戦
傷

病
者
手
帳
」
を
持
っ
て
お
り
、
所
定
の

要
件
を
満
た
す
人
、
ま
た
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
の
人
が
郵
便
を
利
用

し
て
投
票
で
き
ま
す
。

特
集2

投
票
は
政
治
参
加
の
第
一
歩　

選
挙
制
度
改
正

投票しやすくする仕組み

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
1
1

改正
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掛け声とともに、神木にカズラを巻く若者たち

直径約２メートルの二枚の祝い凧が舞い上がる様子

母里充さんによる
講習会の様子

天然林の中を走る参加者

「太平楽之舞」

「麦焼き之舞」「麦焼き之舞」

まちのできごと
　

布
施
地
区
の
大
山
神
社
で
、
県
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
布
施
の
山

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
木
に
帯
（
カ
ズ
ラ
）
を
巻
き
つ

け
る
「
帯
締
め
神
事
」
で
は
、
前
日

に
山
か
ら
伐
り
出
し
た
大
カ
ズ
ラ

を
、
唄
に
あ
わ
せ
、
若
者
た
ち
が
神

木
の
前
で
激
し
く
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら

巻
き
締
め
、
山
仕
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
約
２
０
０
人
の
見
物

客
が
訪
れ
、
勢
い
よ
く
巻
き
つ
け
る

様
子
に
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ
ま
し

た
。

　

春
の
風
物
詩
、
第
24
回
隠
岐
い
ぐ
り

凧
祭
が
、
隠
岐
の
島
町
総
合
運
動
公
園

で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

　

昨
年
中
に
産
ま
れ
た
、
１
２
４
人
の

子
ど
も
さ
ん
の
名
前
を
書
い
た
祝
い
凧

揚
げ
の
ほ
か
、
大
小
22
の
凧
が
揚
が
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
揚
げ
ら
れ
た
祝
い
凧
は
、
隠

岐
島
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

4/10

4/3

太
古
よ
り
続
く
巨
木
信
仰

大
山
神
社
祭
礼 

布
施
の
山
祭
り

子
ど
も
の
成
長
願
い
込
め

第
24
回
隠
岐
い
ぐ
り
凧
祭

　

第
10
回
布
施
の
山
伏
マ
ラ
ニ
ッ
ク

が
、
布
施
町
民
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
満
寺
山
頂
や
鷲
ケ
峰
を
通
る
コ
ー

ス
で
し
た
が
、
当
日
未
明
に
降
っ
た
雨

の
影
響
で
、
一
部
を
変
更
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

25
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
強
風
や

山
道
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
大
自
然

の
中
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ー
ス
前
に
は
、
国
際
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
連
合
公
認
コ
ー
チ
の
母
里
充
さ

ん
に
よ
る
講
習
会
も
行
わ
れ
、
体
に
負
担

を
か
け
ず
に
速
く
走
る
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

4/17

荒
天
の
山
道
を
走
る

布
施
の
山
伏
マ
ラ
ニ
ッ
ク

　

隠
岐
国
分
寺
に
伝
わ
る
、
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
蓮
華
会
舞
が
、

隠
岐
国
分
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蓮
華
会
舞
は
、
日
本
に
大
陸
文
化
が

輸
入
さ
れ
た
平
安
時
代
に
、
宮
廷
雅
楽

と
し
て
伝
来
し
、
現
在
は
、
隠
岐
国
分

寺
蓮
華
会
舞
保
存
会
に
よ
っ
て
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
雨
の
中
で
の
公
開
と
な
り

ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
に
一
度
の
公
開
を
見
よ
う
と
、
約
１

０
０
人
の
観
客
が
訪
れ
、
舞
が
終
わ
る

た
び
に
、
あ
た
た
か
い
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

4/21

数
十
年
ぶ
り
の
雨
中
で
公
開

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞

り

も

み
つ
る
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出雲大社本殿の規模について説明する、
講師の岡宏三さん

写真上：3本の矢を射る流鏑馬
写真下：山曳き神事で山車を引く氏子や子どもたち

園内の散歩道を散策する様子
くす玉割りの様子。写真右から2人目が
455,555人目達成者の吉山明水さん

　

第
14
回
隠
岐
国
巡
回
講
座
「
出
雲
大

社
造
営
〜
叡
智
と
祈
り
〜
」
が
、
隠
岐

島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
専

門
学
芸
員
の
岡
宏
三
さ
ん
で
、
出
雲
大

社
の
特
色
や
遷
宮
の
歴
史
、
柱
材
な
ど

の
森
林
資
源
確
保
に
つ
い
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
出
雲
大
社
は
、
高
さ
が
24
ｍ

で
す
が
、
古
代
の
も
の
は
さ
ら
に
高

く
、
造
営
の
た
め
の
材
料
を
調
達
す
る

た
め
に
、
苦
悩
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

講
演
に
は
、
約
30
名
の
方
々
が
参
加

し
、
巨
大
木
造
建
築
に
挑
ん
だ
先
人
た

ち
の
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
、
感
嘆
の

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

4/24

先
人
た
ち
の
大
事
業
に
思
い

を
は
せ
る

隠
岐
国
巡
回
講
座

　

隠
岐
三
大
祭
の
一
つ
、
水
若
酢
神
社

祭
礼
風
流
が
、
郡
地
区
の
水
若
酢
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蓬
莱
山
と
呼
ば
れ
る
山
車
を
、
た
す

き
、
鉢
巻
き
を
付
け
た
男
子
が
曳
く

「
山
車
曳
き
」
の
ほ
か
、
「
獅
子
舞
」

や
「
神
楽
一
番
立
て
」
な
ど
を
奉
納
す

る
「
神
幸
祭
」
、
「
流
鏑
馬
」
と
い
っ

た
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
地
区
内
の
ほ
か
、
五
箇

地
区
出
郷
者
の
方
々
も
帰
郷
し
、
参
加

し
ま
し
た
。

5/3

伝
統
の
山
曳
き
と
流
鏑
馬

水
若
酢
神
社
祭
礼
風
流

　

第
32
回
し
ゃ
く
な
げ
祭
り
が
、
郡
地

区
の
村
上
家
隠
岐
し
ゃ
く
な
げ
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、
約
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
山
の
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇

る
、
約
１
万
本
の
「
オ
キ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」

を
、
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
期
間
中
は
、
農
水
産
加
工
品

の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
５
月
４
日

に
は
牛
突
き
、
５
月
５
日
は
、
弾
き
語

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
園
内

は
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

隠
岐
温
泉
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
で
は
、
平
成
6

年
の
オ
ー
プ
ン
後
、
入
浴
者
が
累
計
45

万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
４
５
万
５
，
５
５

５
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

隠
岐
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
の

演
奏
の
あ
と
、
達
成
者
へ
花
束
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
後
は
、
語
呂
を
あ
わ
せ

た
4
斗
5
升
5
合
の
餅
投
げ
や
演
芸
、

即
売
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

4/29～5/8

花
の
女
王
、
優
雅
に
咲
き
誇
る

第
32
回
し
ゃ
く
な
げ
祭
り

5/8

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て

隠
岐
温
泉
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ

45
万
5
5
5
5
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー
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しま
!たからもの

牛突きスペシャル

明治時代の牛突きについて

第3回

の

小
学
校
・
中
学
校
の
敷
地
内
禁
煙

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
隠
岐
の
島
町

立
小
学
校
、
並
び
に
中
学
校
は
、
敷
地
内

禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
敷
地
内
で

の
喫
煙
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
付
近
で
喫
煙
さ
れ
る
場
合

は
、
携
帯
灰
皿
な
ど
を
ご
用
意
の
上
、
吸

い
殻
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
し
な
い
よ
う
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
の
環
境
改
善

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

古
い
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る

隠
岐
の
牛
突
き
で
す
が
、
現
在
で
は
大

会
の
ほ
か
に
観
光
で
も
実
施
さ
れ
、
多

く
の
観
光
客
が
そ
の
様
子
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
観
光
と
し
て
の
牛
突
き

は
明
治
時
代
以
降
に
始
ま
っ
た
も
の
で

す
が
、
そ
の
当
時
、
牛
突
き
が
ど
の
よ

う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
資
料
か

ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
隠
岐
を

紹
介
す
る
資
料
の
中
で
、
牛
突
き
は
、

産
業
や
観
光
の
部
分
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
島
根
県
内
務
部
が
明
治
45
年

に
発
行
し
た
『
島
根
縣
産
業
案
内
』
で

は
、
「
隠
岐
に
は
名
物
と
し
て
各
地
に

闘
牛
が
行
は
れ
て
居
る
」
、
「
此
の
闘

牛
の
結
果
は
愛
牛
と
な
り
種
質
の
改
良

發
達
の
因
を
な
し
て
居
る
も
の
と
思
は

れ
る
」
と
し
て
、
隠
岐
で
は
牛
突
き
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
牛
に
対
す

る
愛
着
が
あ
り
、
牛
種
の
改
良
に
繋
が

っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

も
畜
産
業
は
、
隠
岐
の
産
業
の
中
で
も

大
き
な
存
在
で
す
が
、
明
治
時
代
に

は
、
そ
の
き
っ
か
け
の
一
端
に
牛
突
き

と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
当
時
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
牛
突
き
大
会
の
ほ
か
に
も
、
東
郷
や

島
前
で
も
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
東
郷
で
行
わ
れ
た
大
会
に
つ
い
て

昭
和
８
年
の
『
隠
岐
島
誌
』
に
「
近
村

よ
り
老
若
男
女
群
集
雑
踏
す
」
と
あ

り
、
盛
大
な
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
（
図
は
、
『
島
根
縣
産
業

案
内
』
表
紙
と
挿
入
写
真
よ
り
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
の
調
査
結

果
や
、
郷
土
研
究
者
の
論
文
な
ど
を
ま
と

め
た
、
「
隠
岐
の
文
化
財
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
33
号
が
完
成
し

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
書
店
な
ど
で
販

売
を
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
隠
岐
の
島
町

図
書
館
で
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
手
に
取
り
、
隠
岐
の
文
化
財
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
隠
岐
の
文
化
財
」
第
33
号
の
主
な
内
容

隠
岐
国
海
部
郡
の
荷
札
木
簡
、
知
夫

の
蛇
巻
き
、島
後
の
荒
神
信
仰
、隠
岐

諸
島
周
辺
の
海
底
か
ら
産
出
し
た

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
化
石　

他

「
隠
岐
の
文
化
財
」
最
新
号
完
成

隠
岐
の
文
化
財
を
知
る
・
親
し
む

第
23
号
ま
で 

1,000
円

第
24
号 

〜 

第
33
号

1,200
円

「
隠
岐
の
文
化
財
」
販
売
価
格
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

夜の穴場スポット

隠岐のふしぎ発見講座開催

  日が長くなって図書館が夜も開いていたらい

いのに･･･と思われている方はいらっしゃいま

せんか？

　実は、五箇生涯学習センターの図書室が夜10

時まで開いているのです！（月曜日のみ17時

まで）

　隠岐の島町図書館と公民館図書室は、すべて

ネットワークでつながっているので本を借りた

り返したりはもちろん、予約やリクエストをす

ることもできます。

　ぜひご利用ください。

６月の休館日のお知らせ

　6月の休館日は  6日（月）、13日（月）、19日

（日）、20日（月）、27日（月）です。ご利用の

際は、お気をつけください。

　今年度も、隠岐のふしぎ発見講座（全３回）

を開催します。

　テーマは、「植生」「歴史・文化・歳時記」

「地形・岩石」などを予定しています。

　詳しくは、隠岐の島町図書館までお問合せい

ただくか、館内配布のチラシをご覧ください。

開催日：

　第1回　 6月26日（日）午後予定

　第2回　10月23日（日）午後予定

　第3回　11月27日（日）午後予定

場　所：隠岐の島町図書館　研修室

平成２８年度隠岐の島町体育協会 主催大会一覧

隠岐の島町体育協会では年15回の主催大会を計画しておりますので、町民の皆様のご参加をお待ちしています。

月　　日

隠岐の島町ターゲットバードゴルフ大会(終了しました)

隠岐の島町ソフトテニス選手権大会(終了しました)

全隠岐相撲選手権大会

社会人バレーボール大会

隠岐の島町ゲートボール大会

全隠岐テニス大会

全隠岐剣道選手権大会

全隠岐柔道選手権大会

隠岐の島町レディスバレーボール大会

隠岐の島シーサイド“風”マラソン大会

隠岐の島町バドミントン選手権大会

全隠岐駅伝競走大会

隠岐の島町水泳競技会

隠岐の島町バスケットボール選手権大会

隠岐の島町卓球選手権大会

岬コース

あいらんどパーク

隠岐水産高校　相撲場

隠岐の島町総合体育館

隠岐の島町運動公園

あいらんどパーク

西郷中学校

西郷武道館

隠岐の島町総合体育館

都万湾岸コース

隠岐の島町総合体育館

島内コース

屋内温水プール

隠岐の島町総合体育館

隠岐の島町総合体育館

大　　会　　名 会　　場　　名

5 月 8 日

5 月 8 日

6月26日

7月31日

9 月 4 日

9月11日

9月11日

9月25日

9月25日

10月2日

10月23日

11月13日

11月20日

1月29日

2月12日
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平成２７年度寄附合計金額（3月末）

青少年教育または地域文化の振興に資する事業

医療または保健・福祉の充実に資する事業

竹島の領土権の確立に資する事業

自然環境の保存・整備に資する事業

その他町長が必要と認める事業

指定なし

複数の事業指定

ジオパークに関する事業

内　

訳

５１５，０００円

１，２７０，０００円

２，３８６，０００円

１，０３５，０００円

１，２３７，０００円

２，５３０，０００円

５，５２５，０００円

７８３，１９５円

１５，２８１，１９５円

　

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
町
を
愛
し
、
ま
ち

の
発
展
を
願
う
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
寄
附

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
い
た
だ
き
ま
し
た
、
寄

附
金
の
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、
「
隠
岐
の
島
ふ
る
さ
応
援

基
金
」
に
積
み
立
て
、
各
種
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
皆
さ
ま

か
ら
の
寄
附
金
を
引
き
続
き
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
は
、
４
９
６
名
の
方
に
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
回
（
広
報
「
隠
岐
の
島
」
平
成
28
年

２
月
号
）
に
ご
紹
介
し
た
の
ち
に
、
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の

都
合
に
よ
り
、
隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
名
前
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
（
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
た
方

の
み
）

●
寄
附
金
の
額
な
ど

　

平
成
27
年
度
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
額

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
避
難
所
掲
示
板

　

対
応
可
能
な
災
害
の
種
類
や
子
供
や
外

国
人
等
で
も
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
採
用

し
ま
し
た
。

①
対
応
可
能
な
災
害
の
種
類
を
表
示

②
わ
か
り
や
す
い
表
示
と
多
言
語
に
対
応

・
や
さ
し
い
日
本
語

・
英
語

・
中
国
語
（
簡
体
字
）

・
韓
国
、
朝
鮮
語

　

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
と
津
波
に
よ
る

浸
水
予
想
を
表
示
し
た
新
し
い
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
避
難
所
表
示
板
を
作
成

し
ま
し
た
。

●
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

災
害
が
発
生
す
る
危
険
が
高
い
区
域
と

避
難
す
る
所
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
津
波
に
よ
る
災
害
の
参
考
と

し
て
標
高
10
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
を
記
載

し
ま
し
た
。

 

【
記
載
項
目
】

①
災
害
の
危
険
が
高
い
区
域

・
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
い
区
域

・
地
す
べ
り
の
危
険
が
あ
る
区
域

・
浸
水
の
危
険
が
あ
る
区
域

②
避
難
所

・
一
時
避
難
場
所
・
避
難
所

・
指
定
避
難
場
所
・
避
難
所

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
町
を
18
の
エ
リ

ア
に
分
け
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
５
月
中

に
、
各
家
庭
へ
、
該
当
す
る
エ
リ
ア
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
、
想
定
よ
り
大

き
な
範
囲
で
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
安
全
な
避

難
行
動
の
参
考
と
し
、
周
り
の
状
況
を
把

握
し
て
、
的
確
な
判
断
で
自
分
の
安
全
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

避難所表示板レイアウト

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
6

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
1
1

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
附附附附附附附附附附
金金金金金金金金金金
ににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

ふ
る
さ
と
隠
岐
の
島
応
援

寄
附
金
に
つ
い
て

防
災
マ
ッ
プ
・
避
難
所
表
示
板

をををををををををを
作作作作作作作作作作
成成成成成成成成成成

防
災
マ
ッ
プ
・
避
難
所
表
示
板

を
作
成
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野菜の摂取状況

1日3回

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

22.0

30.5

26.8

31.4

35.8

54.7

58.5

42.4

56.3

50.0

46.6

34.8

17.1

25.4

16.9

16.1

14.5

7.5

2.4

1.7

0

0

0

0

1.7 0.8

3.1

3.1

1日2回 1日1回 食べない 無回答

46.3

20.3

31

14.4

14.5

6.2

53.7

79.7

67.6

85.6

85

91.9

0

0

1.4

0

0.5

1.9

朝食摂取状況

欠食あり

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

欠食なし 無回答

グラフ2 グラフ１

（％） （％）

■
ご
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
水
産
課
農
林
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
3

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
2

プレパパママ教室での

栄養指導の様子

大型ショッピングセンターの野菜売り場には、

野菜摂取をよびかけるポップを設置しています

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
を
対
象
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
：
町
内
で
、
住
宅
と
し
て

使
用
し
て
い
る
建
物
、
ま
た
は
住
居
と
し

て
使
用
す
る
予
定
の
建
物
に
、
未
使
用
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ

れ
る
方
。
（
店
舗
・
事
務
所
な
ど
と
の
兼

用
は
、
可
能
で
す
。
）

●
補
助
対
象
機
器

　

低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で
連
系

し
、
か
つ
、
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力

（
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
の
合
計
値
）

が　

Kw
未
満
で
あ
る
も
の
。

●
補
助
金
額
：
太
陽
電
池
の
最
大
出
力

１
Kw
あ
た
り
１
万
円
と
し
、
４
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
補
助
金
は
、
島
根
県
の
「
太

陽
光
発
電
等
導
入
支
援
事
業
補
助
金
」
を

充
当
し
ま
す
。

●
申
請
期
限
：
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

　

詳
細
や
補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

朝
食
は
、
１
日
の
活
動
源
で
あ
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、

し
っ
か
り
と
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

■
若
い
世
代
で
高
い
朝
食
欠
食
率

　

保
育
所
や
学
校
で
、
朝
食
摂
取
に
む
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
た
成
果
も
あ
り
、

子
ど
も
達
の
朝
食
欠
食
率
は
、
少
し
ず
つ

改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
隠

岐
の
島
町
健
康
行
動
調
査
で
は
、
20
歳
代

の
約
５
割
も
の
人
が
朝
食
を
食
べ
て
い
な

い
状
況
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
生

み
育
て
て
い
く
年
代
で
、
欠
食
率
が
高

く
、
子
ど
も
達
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
（
グ
ラ
フ
１
）

■
朝
食
で
も
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

多
く
の
人
が
朝
食
を
食
べ
て
い
た
60
歳

代
、
70
歳
代
で
す
が
、
3
食
と
も
食
べ
て
い

る
人
は
、
約
半
数
で
し
た
。
（
グ
ラ
フ
２
）

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食
を
と
る
た
め
に

も
毎
食
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
具
だ
く
さ
ん
汁
で
バ
ラ
ン
ス
朝
食
に

　

朝
食
に
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
具
だ
く
さ

ん
の
汁
は
い
か
が
で
す
か
？
前
の
日
に

こ
の
汁
を
作
っ
て
お
け
ば
朝
短
時
間
で

用
意
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
卵
を
落
と
せ

ば
、
１
品
で
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
な
り
ま

す
。
忙
し
い
人
に
は
お
す
す
め
で
す
。

■
６
月
は
食
育
月
間
、
み
ん
な
で
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
の
保
育
所
や
学
校
で
は
、
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
運
動
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
こ
の
機
会

に
食
生
活
を
振
り
返
り
、
町
民
み
ん
な

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
ご
は
ん
摂
取

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の

補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金
ににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

10

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
!

し
っ
か
り
と

　
　

朝
食
を
食
べ
よ
う

Part
54
Part
54

平成26年度隠岐の島町健康行動調査より 平成26年度隠岐の島町健康行動調査より
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満田彰彦さん
（上西地区在住）

横地修さん
（平地区在住）

練習試合の様子

「バーバリー」と「どんぐり」の選手の皆さん

による集合写真

設置された石碑。裏側には「この坂を越えて捕もう

明るいあした」と刻まれています。

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
西
宮
市
と

交
流

「
虹
見
坂
」
石
碑
の
設
置
に
つ
い
て

　

４
月
16
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
か
ら
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
バ
ー

バ
リ
ー
」
が
来
島
し
、
島
の
旅
を
兼
ね

て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

隠
岐
の
島
町
に
着
い
た
メ
ン
バ
ー
は
、

バ
ス
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
夜
は
、

隠
岐
民
謡
に
感
動
、
夕
食
は
、
「
ま
つ

り
料
理
」
を
堪
能
し
な
が
ら
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
、
磯
小
学
校
体
育
館
で
町
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ど
ん
ぐ
り
」
と

交
流
試
合
を
行
い
、
試
合
後
は
、
「
ど
ん

ぐ
り
」
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
地
元
料
理
で

懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
永
年
勤
続
者
表
彰

横
地
修
さ
ん
、
満
田
彰
彦
さ
ん

　

平
成
27
年
度
農
業
委
員
・
農
業
委
員
会

職
員
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
実
施
要
領
に

基
づ
く
、
島
根
県
農
業
会
議
の
表
彰
で
、

隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
の
横
地
修
委
員
・

満
田
彰
彦
委
員
が
在
職
10
年
以
上
の
永
年

勤
続
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

横
地
さ
ん
、
満
田
さ
ん
は
、
平
成
17
年

８
月
に
農
業
委
員
に
就
任
以
来
、
10
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
り
、
町
の
農
業
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
バ
ー
バ
リ
ー
」
の
皆
さ
ん
は
、
絆
が

深
ま
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

島
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
主
将
の
平
井
美
佐
子
さ
ん

は
、
「
旅
と
趣
味
を
兼
ね
た
小
さ
な
企
画

だ
が
、
誘
客
に
も
繋
が
る
の
で
今
後
も
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま
し

た
。

　

隠
岐
の
島
町
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の

ゴ
ー
ル
地
点
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
へ

と
登
る
坂
道
に
つ
い
て
、
昨
年
公
募
に
よ

り
「
虹
見
坂
（
に
じ
み
ざ
か
）
」
と
名
付

け
ら
れ
、
こ
の
た
び
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ア

リ
ー
ナ
下
の
交
差
点
に
、
石
碑
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

石
碑
は
、
隠
岐
片
麻
岩
で
作
ら
れ
、
松

田
町
長
が
書
い
た
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

隠
岐
の
島
町
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
裏
表
紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
7
2

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

（
役
場
観
光
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-
8
5
7
5
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隠岐の桜を、スマートフォンで

写真に収めました。

隠岐世界ジオパーク空港で香港ライオンズクラブの

みなさんと記念撮影

香
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
隠
岐
に

来
て
く
れ
ま
し
た

テ レレ サ ・ タ イ ム ス

第34回

●
ジ
オ
パ
ー
ク
の
繋
が
り
か
ら
来
島

　

４
月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
香

港
か
ら
「
香
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

の
方
々
が
、
旅
行
で
隠
岐
を
訪
れ
ま
し

た
。
香
港
も
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
隠
岐
の
こ
と
を
知

り
、
隠
岐
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
香
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
教

育
活
動
を
は
じ
め
、
地
元
で
様
々
な
支

援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
、
香
港
ジ

オ
パ
ー
ク
と
連
携
し
て
い
る
、
阿
蘇
ジ

オ
パ
ー
ク
に
旅
行
で
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
も
好
き
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

隠
岐
と
香
港
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

展
開
を
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

※

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

世
界
２
０
０
カ
国
以
上
で
活
動
す
る

世
界
最
大
の
社
会
奉
仕
団
体
「
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
」
の
所
属
す
る

ク
ラ
ブ
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
奉
仕
、
指
導
、
援
助
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
隠
岐
諸
島
の
自
然
を
満
喫

　

国
内
の
観
光
客
で
は
、
珍
し
い
の
で

す
が
、
隠
岐
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
３
泊
以
上
の
長
期
滞
在
を
し
ま
す
。

今
回
、
香
港
か
ら
来
た
皆
さ
ん
も
、
３

泊
４
日
で
隠
岐
４
島
を
巡
り
ま
し
た
。

香
港
の
皆
さ
ん
は
、
隠
岐
の
４
島
は
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
風
景
と
楽
し
み
が
あ
る

の
で
、
全
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、

隠
岐
４
島
は
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
が
あ
る
の
で
、
す
べ
て
見

せ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

●
桜
や
風
景
印
で
思
い
出
づ
く
り

　

滞
在
の
間
、
ち
ょ
う
ど
桜
が
満
開

だ
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
は
五
箇
地
区

や
、
海
士
の
隠
岐
神
社
、
知
夫
里
島
の

一
宮
神
社
の
、
き
れ
い
な
桜
の
写
真
を

撮
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

香
港
は
、
大
都
会
な
の
で
、
隠
岐
に

来
た
目
的
の
一
つ
は
、
自
然
を
楽
し
む

こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

都
会
か
ら
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
隠
岐

が
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

雄
大
な
海
岸
、
深
い
森
に
あ
る
樹
齢
数

百
年
の
巨
木
、
き
れ
い
な
星
、
透
明
な

海
な
ど
、
隠
岐
の
美
し
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
日
本
全
国
の
郵
便

局
に
あ
る
風
景
印
を
集
め
て
い
る
女
の
子

が
い
て
、
隠
岐
の
観
光
で
、
三
つ
の
風
景

印
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
風
景
印
に
つ
い
て
、
初
め
て
知

り
ま
し
た
が
、
隠
岐
の
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

●
隠
岐
の
お
も
て
な
し
を
世
界
へ

　

滞
在
し
た
ホ
テ
ル
は
、
親
切
に
、
食
事

の
メ
ニ
ュ
ー
や
お
風
呂
の
説
明
な
ど
を
英

語
で
作
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
滞
在

は
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

　

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
ガ
イ
ド
さ
ん

は
、
日
本
語
と
英
語
を
交
え
て
話
し
た

り
、
中
国
語
の
漢
字
を
書
い
た
り
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
に
取
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
の
で
、
お
も
て

な
し
の
心
が
伝
わ
り
ま
し
た
。　

　

や
は
り
、
現
地
の
ガ
イ
ド
が
い
る

と
、
体
験
で
き
る
内
容
が
、
全
く
違
い

ま
す
ね
。

　

今
回
、
隠
岐
に
来
て
く
れ
た
香
港
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
親
し
み
や
す
い
方
ば

か
り
で
し
た
。
ま
た
、
隠
岐
に
来
た
い

と
言
っ
て
い
た
の
で
、
将
来
的
に
は
、

香
港
か
ら
の
観
光
が
増
え
る
と
い
い
と

感
じ
ま
し
た
。

香
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
隠
岐
を
訪
問
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広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。

電　話　2-2111
メール　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

広告募集中!広告募集中!

隠岐の島町港町天神原

TEL/08512-2-0111

FAX/08512-2-0521

仕出し膳、お持ち帰り用・霊供用の
お膳もご要望で承ります。
送迎バス無料（要予約）

在りし日の故人を偲び、懐かしい思い出を

語らう追膳のお席をご用意いたします。

＠5,400円（＠5,000 円税別）
＠6,480円（＠6,000 円税別）
＠7,560円（＠7,000 円税別）

大枝が落下した八百杉

迂回路表示図

八
百
杉
の
き
損
に
つ
い
て

　

４
月
９
日
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の

玉
若
酢
命
神
社
に
あ
る
、
八
百
杉
の
大

枝
が
、
落
下
し
ま
し
た
。

 

剥
落
し
た
幹
や
、
落
下
し
た
大
枝
が
参

道
を
塞
い
で
い
る
状
況
で
し
た
が
、
建
物

な
ど
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

現
在
、
参
道
を
一
部
、
立
ち
入
り
禁
止

と
し
、
参
拝
に
は
、
迂
回
路
を
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
処
置
の
方
法
に
つ
い
て
、
樹
木

医
の
指
導
の
も
と
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

高
井 

結
月

澤　

 

莉
咲

平
田 

叶
乃
夢

吉
田 

仁

冨
松 

朔
太
郎

村
上 

陽
優

中
村

中
町

栄
町

港
町

栄
町

栄
町

高
井 

充

澤 

隆
正

平
田 

稔

吉
田 

尚
道

冨
松 

祐
樹

村
上 

和
成

（
氏 

名
）

（
地
区
）（
保
護
者
）

戸
籍

コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

ご
結
婚

お
く
や
み

ゆ

づ
き

り
い 

さ

じ
ん

さ
く  

た 

ろ
う

は
る  

ま

か   

の   

む

（
氏 

名
）

（
地
区
）

井
上　

冨
男

齋
藤　

芳
子

織
多　

悟

高
梨　

金
利

小
谷　

雄
平

※

４
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

飯
田

原
田

油
井

都
万

港
町

94
歳

83
歳

79
歳

94
歳

68
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）

（
年
齢
）

藤
田　

啓
寧

脇
田　

利
恵

夫妻

港
町

郡

（
澤
田　

誠

遠
藤　

い
つ
か

夫妻

東
郷

雲
南
市

（
野
津　

陵
平

角
脇　

春
菜

夫妻

加
茂

八
田

（
若
林　

和
希

村
上　

千
穂

夫妻

栄
町

伊
後

（

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

2
1
2
6


